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鳥取大学附属特別支援学校公開研究会 2022.12.10-

14年間を見通しつつ

節目節目で

ゆさぶり・はぐくむ

教育実践づくり
渡部 昭男（わたなべあきお）

鳥取大学･名誉教授／神戸大学大学院人間発達環境学研究科･名誉客員教授
／大阪成蹊大学･特別招聘教授
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自己紹介：2002-05鳥取大学附属、2016-18神戸大学附属
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謝辞：与謝の海養護・丹波養護亀岡分校・鳥取大附属・神戸大附属・エコール
KOBEなど これまで実践研究の場をいただいた皆様に心より感謝を申し述べます！

写真提供：國本真吾



きょうの講演の概要

Ⅰ．14年間を見通しつつ
「14年間（小６-中３-高３-専２）」は長すぎないか

選択・離学の自由を踏まえた接続・連絡 / 進路相談・クラス編成等

自己人生創造希求権 / 出はいりしながら繋がる / 県採用者の異動

Ⅱ．節目節目で
人生区分 / 法令上の年齢区分 / 鳥取大附属の区分・整理

シュタイナー教育 / ゆさぶり・はぐくむ構想図 / 事例児で描き込む

Ⅲ．ゆさぶり・はぐくむ 教育実践づくり
鳥取大附属2006-08構想図 / 小学部実践＠2002小３「ふれあいまつりにようこそ」

中学部実践@2004中合同「うどんつるつる,みんなにこにこ亭」 / 専攻科実践＠2006-

-08「七転び八起きの自分づくり」 / 思春期・青年期教育@1994障害児の思春期・青年

期教育 ＠2009障がい青年の自分づくり ＠2013エコールKOBEの挑戦 ＠2017七転び八起き

の「自分づくり」 / 社会生活力プログラム５部門24モジュール2020 / 図書一覧
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Ⅰ．１４年間を見通しつつ
「１４年間（小６-中３-高３-専２）」は長すぎないか

内閣府：子供・若者白書（平成30年版）

https://www8.cao.go.jp/youth/whitepaper/

h30honpen/pdf/sanko_10_01.pdf

・義務教育学校：６＋３

・中等教育学校：３＋３

・高等専門学校：５

・大学：医学・薬学・獣医等６

・大学院進学：４＋修士２＋博士３

👉👉・特別支援学校：

(幼３)+小６+中３+高３(+専２)

👉👉・私立学校：シュタイナー学校

初等・中等８＋高等４

👉👉漫然と過ごすだけではあまりに

も長すぎる:｢一貫｣制の意義と課題
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一貫ではなく選択・離学の自由を踏まえた接続・連絡
米沢広一2016『憲法と教育15講（第4版）』北樹出版

p.176 私立学校を選択する自由については、憲法13条に基づく憲法上
の権利と解され、公立学校に替えて私立学校を選択することが認められ
ている。

p.169 第１２講：親の教育の自由 13条説 親の教育の自由は「･･･自
己の生き方の決定・精神的側面の充実化において独自の重要性をもって
おり･･･自己決定権の一内実として捉えることができる」竹中勲1989
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自己人生創造希求権という新しい解釈・発想

2008特集：特別なニーズと教育・人権保障『障害者問題研究』36(1)
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出はいりしながら 繋がっていく（いた）良さも
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定員：小3(2)⇒中+3(4)⇒高+2(2)[0]⇒専(-5)[0]

小（児童期）6年＋[中高（思春期青年期）6年＋専2年]



進路相談＆クラス編成等でゆさぶる・はぐくむ
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異動人事の県教員は｢１４年間｣も居れない😢😢
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Ⅱ．節目節目で
古くからあった人生区分
寺崎弘昭（2012神戸大学講演会／山梨大学教授）

•セビリアのイシドルス(560頃- 636年)『語源』の「区別」

日本でも：７歳までは神のうち／14歳で元服
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各種法令による子供・若者の年齢区分
内閣府：子供・若者白書(令和4年) 
https://www8.cao.go.jp/youth/whitepaper/r04honpen/pdf/app7.pdf
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鳥取大附属は今
どのように区分・整理しているのか

2021『令和2年度 研究紀要 第37集』p.全4

小学部：児童期、夢中になる遊び／生活の土台

中学部：青年期前期（思春期）、仲間／思考と探究心

高等部：青年期、自分／揺れながら自己理解

専攻科：青年期-成人期前期、生活を豊かに／知的活動

12



シュタイナー教育での人間発達理解と教育階梯
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鳥取大附属のゆさぶり・はぐくむ構想図

•外からの入学・進学／外への進学・卒業・修了

•学部替え：学部間での連絡入学・進学

•クラス替え：クラス間での進級

•学年替え：下学年-(中学年)-上学年
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小学部教員集団：児童期 中：思春期 高：青年期 専：青年期



ゆさぶり・はぐくむ過程を事例児で描き込む

•小学部：低学年クラス（就学前-①-②-③F児-）

高学年クラス（[③]-④-⑤I児-⑥-）

•中学部：１年（外から／内から－①E児-②）

２年（-①-②-③-）

３年（-①-②-③-）

•高等部：１年（外から／内から－①-②）

２年（-①-②-③-）

３年（-①-②-③R生-）

•専攻科：１年（外から／内から－①D生-②-）

２年（-①-②-修了）ファーストジョブ・さざなみを含む
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１枚の写真にもエピソード/ドラマがある
日々の営みと物語る力こそが問われる

中学部
中２クラス目標

♪ふよう太鼓

農園班のお店
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高等部
本科・専攻科合同👇👇古代文字アート 本科👇👇ビジネス班 👇👇窯焼きピザ

👇👇工芸班
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専攻科

本科・専攻科合同製作👆👆おんりーわん・ぱねる

専攻科👇👇あさひもアート
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Ⅲ．ゆさぶり・はぐくむ 教育実践づくり
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「自分づくり」を基盤とした教育内容の創造
～段階別教育内容表の改訂を通して～

謝辞：当時の研究部作成のPPTスライドから
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みたて・つもり

実際の生活場面へ

社会生活・働く

家庭生活・あそび

児童期 青年期思春期

自己決定

具体物、選択肢から

経験やあこがれから

話し合いによって

～子どもたちが主体となって活動する～

活動
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児童期 思春期 青年期

「楽しかったね。」など教
師が共感をすることで、
自己評価の始まる。

・自己評価

・友だちからの評価

・自分のやり遂げたことが
価値

・他者からの評価

・役立ち感

内面の
変化

・家族以外の人との信頼関係を作る。

・大人との関係・教師との太いパイプ ・少し友だちを意識する。

・意図的に編成された集団の中で互いに高め合う。

・教師を心の基地として、友だちや仲間とつながる。

・仲間との関わりの中から、
互いを高め合う。

・大人として対等な関係

人との
関わり
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「生活を楽しむ子（青年）」の姿

自己肯定感

憧れ

主体的な自我･自己
の発揮

達成感・成就感

人との関わりの中で
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• 児童生徒自身が発達の主体者

• 人との関わり

• 自己運動によって自分を形成していく過程

「自分づくり」とは

「自分」が芽生え、育っていく。

～他者との関係性における 自我形成・自己形成の発達～

「自分」とは自我と自己を含む総体としての「自分」
※自我とはその人の思いや願いの源（エゴ）
※自己とは自我を見つめコントロールするもう一人の自分（セルフ）
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「自分づくり」を支援する実践創造サイクル
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めざす専攻科生(青年)像

社会への関心をもち、

さまざまな人と関わりながら、

積極的に社会へ参加しようとする青年

まずやってみよう
自分をみつめ
広い社会へとびだそう

「鳥大の入学式見学」
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教育課程の５領域構想図

５領域で編成
（大人への憧れ）

・くらし
・労働
・余暇
・教養
・研究ゼミ
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月 火 水 木 金 土

１

２

３

４

５

６

専攻科時間割表

労

働

ミーティング/ く ら し （健康）/ふれあい

く

ら

し

教

養

昼 食 ・ 休 憩

研
究
ゼ
ミ

清掃・ミーティング

清掃・ミー
ティング

く
ら

し

清掃・ミーティング

余

暇
余

暇

労
働

く
ら
し

く

ら

し

労

働

１単位 50分
2時間続き

（100分授業）

ゆったりとした
時間の保障

教科担当制も
くらし（食）、教養

食
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湖山池一周ウォーキング

学習例
行事の計画・渉外・実施・振り返り、金銭管理

学部遠足、校内宿泊、ふれあいまつり、鳥大合宿、研修旅行

グループホーム体験
（健）ウォーキング（食）調理（毎週火曜日 給食はカット）

弁当を作っ
て、登山

家庭生活に必要な知識や技能を身につけ
るとともに、積極的に社会参加する意欲や

態度を身につける（くらし、健康、食）

くらし

自分で・自分たちで
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働くことの意義が分かり、主体的に働
こうとする意欲や態度を身につける

現場実習 年２回

県技能・作業大会参加

現場実習、職場見学、栽培
生産販売の会社経営など

花壇づくり

進路決定へ

労働
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余暇活動の幅を広げたり、ボランティア活
動の大切さを知ったりする

芸術・文化、漢字検定、スポーツ
校内ボランティア（→地域ボランティアへ）

フラワーアレンジメント

余暇

手づくり祭ボランティア
マラソンの給水ボランティア

茶道
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彫塑に挑戦

教養 基礎学力や日々のくらしに役立つ

知識を身につける (ゲストティチャー等による)

将来住みたい家は？

大人のたしなみ：新聞を読もう
福祉サービスの利用、選挙、生活費
食の話（栄養・賞味期限・社会問題）
辞典の活用 詩・俳句
外国の歴史や文化・外国語
性教育、交流など

同世代の仲間との交流エジプトの歴史
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研究ゼミ 研究を通して興味・関心ある事物へ
の知識の深まりを図るとともに、コミュニケー

ションと情報活用の力を高める

テーマ決定
調べ学習
製作
プレゼン作成
発表会(中間＆本発表)

（テーマは１年ごとに変更可能）

１年間を通して研究

発表会で堂々と発表
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実践の中で大切にしていること

・七転び八起きの自分づくり

・教師は“見守り支援”に努める

・人(地域の大人・同世代の青年)との関わりから学ぶ
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研究ゼミでの「見守り支援」について

• 「生徒自ら(仲間とともに）考える」ことから

• 「話し合い活動」に焦点を当てた取り組み

• 発表者～意見・・・雰囲気、思いつき

• 司会者～まとめ方に困る。

• 自分の意見を自分で深める

• 「なぜ」「どうして」・・・納得

• 「すじみちをたてて考える」

• 自分を見つめる
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留意した視点＝「調べ・まとめ・伝えｰ深め合う」活動

において，理由を明らかにしてまとめたり，お互いの考えを
認め合ったりすることによって，すじみちをたてて考える力が
育ち，話し合いや振り返りの質がより高まるであろう。

・興味関心のある物事への知識の深まりを図る。

・必要な情報を得たり活用する方法を身につける。

・自己テーマによる研究をし、発表する意欲や技
能を育てる。

新しいことを調べる喜び

生活に彩りを！！
ここまでのスライドが研究部作成



小学部実践＠2002小３「ふれあいまつりにようこそ」

藪卓史：「心の育ち」と「技能習得」の両立を目指した「生活単元学
習の試み」『教育実践総合センター研究年報』(12)pp.95-104

〇単元づくりでゆさぶり・はぐくむ（１か月35時間）

p.96 子どもたちの気持ちや心をじっくり暖めながら、「ふれあいまつり」に小３組の

店を出店できるよう、「調理遊びでの心の暖め→出店決定→店の運営→ふれあい

まつりの余韻を楽しみつつの終結」といった大きな流れで単元をまとめたい

👉👉生活単元学習づくり＠附属の伝統（田口久恵先生を招いて研修会）

👉👉藪先生とC大附属を見学した際の衝撃＝子ども達の遊びの基地が瞬間に解体

余談～「失敗させない」環境づくりと援助：教員側の先取り配慮→どうなんだろう

〇授業づくりでゆさぶり・はぐくむ（第1次調理遊び終盤の50分）

うまい! 小３組だけじゃ物足りない お店決定!!

導入-食材の下ごしらえ-なべづくり＋ビデオレター-試食会＋意思決定
👉👉児童６人の個々の心の中に家族を忍び込ませ⇒美味しい豚汁のお店に招待

p.100 お家の人からのビデオレターを視聴。身を乗り出して画面をしっかりのぞき
込み、「ふれあいまつり」・・・に招待したいという思いを膨らませて⇒（意思決定）
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中学部実践＠2004中合同「うどんつるつる,みんなにこにこ亭」

馬場理恵子・山本恭子ほか中学部：｢思春期の自分づくり｣『｢自分づく
り｣を支援する学校ー｢生活を楽しむ子｣をめざしてー』明治図書pp.142-169

〇合同単元づくりでゆさぶり・はぐくむ（１か月38時間）

p.143 めざす生徒像を「自分なりのめあてをもって、仲間と一緒に意欲的に活動
する子」としています。・・・まず「おもしろそうだ。やってみたい」という思いをもち、「
できた」という達成感や充実感を味わい、それが自信となって自己肯定感をふくら
ませていく体験をできるだけ多く仕組んでいきたい・・・。また、特に思春期のこの時

期に、少し大人に近づく嬉しさ、働く喜び、自分の思いが生かされる
気持ちよさ、本物へのあこがれなどを充分味わってほしいと思っています。

👉👉手打ちうどん店に出かけカッコ良い姿を見る、大ぶりの丼ぶり鉢で食べて味わう

〇授業づくりでゆさぶり・はぐくむ（第2次お店の準備や練習をしよう21時間）

p.155 「すべて手づくりのお店にしたい」という教師の提案に、生徒たちものってき

ました。分担は、自分でやりたい仕事を選んだり、教師と相談したりし
て決め、縦割りの４つのグループができました。自分で決めた仕事とあって、最
後まで友達と一緒に根気強く頑張っていました。

👉👉こまごまG（のれん・箸袋）、どんぶりG、道具G（かきまぜ棒）、小麦粉作りG
37



専攻科実践＠2006-08「七転び八起きの自分づくり」

山本恭子･本城睦子・谷口直紀・西垣美恵子2009｢鳥取大学附属特別支
援学校の高等部専攻科における取り組み～｢学校から社会へ｣｢子どもから大人へ｣
の移行支援教育として～｣『生涯教育総合センター研究紀要』(5)pp.17-32

〇５領域の教育課程でゆさぶり・はぐくむ
p.19 教養(知の出会い)と研究ゼミ(知の探究)での知識、くらし(生活・健康)、
労働(生産・進路)、余暇(リフレッシュ・文化)での体験的な学習活動を展開する中
で、“青春や生きがい、主体的な社会参加”を準備していく。・・・５領域の学習にお

ける様々な出会いの体験から発見へ。すなわち、自分探しを通して本物
の体験を実現し、生きがいを感じて自己を発揮する。そして自分をみつめ
、自己をコントロールして“積極的に社会に参加する青年”に育つことを期待する。

〇「七転び八起きの自分づくり」でゆさぶり・はぐくむ
p.20 ・・・“自分づくり”を大切にし、その支援として自己肯定感や自己有能感の積

み上げを大切にしてきている。・・・その上で、「より自分で、より自分たちで」
解決に取り組んだり、青年としての生き方(移行の準備学習)を考え
てアイデンティティを確立しようとしたりする点が高等部本科以上に求めら
れている・・・

👉👉①自分で・自分たちで／②見守り支援／③人との関わり38



思春期・青年期教育 その１
渡部昭男1994『障害児の思春期・青年期教育』労働旬報社

p.3 イチゴ（一五）の春。/青春まっただなか。人生でもっとも躍動的な
時期です。/しかし、障害児にとっては、まだまだ寒さ厳しい「春」です。青春を

輝かせてくれるはずの学校教育が、じつはこの子らの青春をだいなし
にしているのです。ひとつは、15歳での厳しい進学選抜です。そしてもうひと
つは、職業自立一辺倒の厳しい適応主義教育です。

p.6 人間社会において、人生の一段階である青年期は太古からあったもので
はありません。生物学的および生理学的には、いずれの時代にもおいても子ど
もから大人への成長・変化があります。しかし、身体は「子ども」であっても早く
から労働に駆り出された時代にあっては・・・青年期の存在もあいまいでした。

/青年期は・・・労働者階級の権利運動のなかで獲得されたライフ
ステージとも言えます。

p.235 たとえ障害を有していても、思春期から青年期にあっては、大
人への身体の変化や大人としての社会的扱いのはじまりのなか
で、生徒自身が自己を発見・確認し、自己を確立していきます。この

大人への成長・発達を、通常の教育にもましてゆっくりとていねいに育む
のが、障害児の思春期・青年期教育の課題です。
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思春期・青年期教育 その２
渡部昭男2009『障がい青年の自分づくり』日本標準

p.157 青年期は、子ども期から大人期への「移行期」です。子ど
もから大人への移行は直線的な発展ではなく、揺れ動きつつ、それまでの様
式を否定して新しい様式を再構築する過程です。子どもから大人への「再体

制化（今までの自分をこわして新しい自分をつくる）」とも換言できます。青年
期教育とは、「青年自身による子どもから大人への自分づくりを
、教育的に組織し、方向づけ、援助すること」なのです。

p.191 ・・・「自分づくり」の主人公は青年自身です。「自分づくり」
は実に個性的な営みです。しかし、孤立して遂げられるものではありませ

ん。仲間や教師、家族や地域社会との関係性のなかで、躍動し展開さ
れます。
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思春期・青年期教育 その３
岡本・河南・渡部2013『エコールKOBEの挑戦』クリエイツかもがわ

p.208 エコールKOBEは、就労移行を直接の目的とはしていない。福祉
事業のなかの、「自立訓練（生活訓練）事業」の制度枠組みに依拠している。学
校ではないので、学習指導要領の制約もなく、文部科学省や教育委員会のキャ
リア教育政策からもまったくフリーである。それらのことが逆に、「就労一辺倒」

の大波から青年たちを守り、青年期における「自らの人生や生き方、そ
れらに関わる価値をつくっていく教育」を切り拓く、自由と余地を与
えてくれている。そして実践的にも、学校臭さから意識的に抜け出て、社会
のなかで学んでいくという方向に青年をいざなっている。
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思春期・青年期教育 その４
三木裕和監修2017『七転び八起きの「自分づくり」

知的障害青年期教育と高等部専攻科の挑戦』今井出版

pp.136-137 専攻科教育課程の５領域は、専攻科生に「大人/学生へ
の憧れをはぐくむ」ために、「大人の活動/学生の学び」をシンプルに区分し、構成

し直す中で固まっていった。すなわち、「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生
活の調和）」のとれた人生を志向するならば、大人に相応しい活動の
軸は「くらし」「労働」「余暇」の３領域となるであろう。また、専攻科１期生と

相談して決まった「附養カレッジ」の呼称に相応しい「カレッジ生」らしい学び、
それが「教養」「研究ゼミ」の２領域なのである。／・・・「子どもから大人へ」

「学校から社会へ」の二重の移行保障の一環として、障がい青年の「自分づ
くり」を支援する青年期教育がどのように創出され、展開されたのか、卒業
生一人ひとりの「自己人生創造希求権」の実現をどのようにバックアップ
したのかについては、本書が語るとおりである。
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社会生活力プログラム
奥野英子編著2020『障害のある人のための社会生活力プログラム・
マニュアル Social Functioning Ability 自分らしく生きるために』中央出版

まえがき 地域社会において障害のある方々が充実した生活
を営むための「社会生活力」を高めることが、社会リハビリテーションの
目的です。・・・『社会生活力プログラム・マニュアル』を活用して、さまざまな障害

のある方々が自分の人生を主体的・自立的に、かつ楽しく、充実し
た生活を送れるために、そして、自分らしく生きるために・・・
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渡部執筆図書
・永野佑子・森下芳郎・渡部昭男1994『障害児の思春期・青年期教育』労
働旬報社

・入江克己・渡部昭男監修/鳥取大学教育地域科学部附属養護学校2002
『「生活を楽しむ」授業づくり－QOLの理念で取り組む養護学校の実践－』
明治図書

・兵庫重症心身障害児教育研究集会実行委員会編2004（分担）『重症児
教育 視点・実践・福祉・医療との連携』クリエイツかもがわ

・渡部昭男・寺川志奈子監修/鳥取大学附属養護学校2005『「自分づくり」
を支援する学校－「生活を楽しむ子」をめざして－』明治図書

・二宮厚美・神戸大学附属養護学校編著2005（座談会）『コミュニケーショ
ン的関係がひらく障害児教育 神大附属養護学校の教育実践』青木図書

・渡部昭男2009『障がい青年の自分づくり』日本標準

・岡本正・河南勝・渡部昭男2013『福祉事業型「専攻科」エコールKOBEの
挑戦』クリエイツかもがわ

・三木裕和監修・鳥取大学附属特別支援学校2017（分担）『七転び八起き
の「自分づくり」 知的障害青年期教育と高等部専攻科の挑戦』今井出版

ご清聴、ありがとうございました💛💛44
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